〈調査報告〉栃木県佐野市葛生における石灰焼成窯跡の調査：山菅谷焼窯跡と嘉多山公園七輪窯跡 by 辰巳 祐樹 et al.
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を探る目的で，磁気探査ならびに地中レーダー探査を実施することとしたD 平成 24年 3丹 15
日~ 16日には嘉多山公園七輪窯跡及びその周辺において磁気探査を実施し，問年3月 17日，
4 月 1B~2 日には山菅谷焼窯跡において磁気探査をおこなった。また，地中レーダー探査に
ついては，平成 25年 1月に先史学実習として嘉多山公園内で実施したものの，天候不順によ
り十分な探査結果が得られなかった。そこで，平成 26年3月 12日~口呂に再度探査を行い，
さらに同年 3 月 29 日~ 30自には山菅谷焼窯跡においても探査を実施した。
磁気探査に関しては Geoscan社製のブラックスゲートグラジオメータ-FM256を測定器
として用い，同社の解析ソフト Geoplotを用いてデータ解析をおこなったG 地中レーダー探査




























































なる。最も深い部分で4.42m 焚き口付近では 1.9m程，最も浅い窯最上部付近の深さは 0.7m
程である。現状での窯の底部の傾斜は窯最上部から下方に 6m程の地点までが最も急であり，
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第4留 山菅谷焼窯跡実関図 (1: 250) 
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第 5図 f大日本博覧密栃木鯨之部jに見る明治期の石灰工場 4) (青山編 1890を改変)
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1 ) 七輪窯が葛生地域に導入されたのは，明治 21年 (1888)のこととされており(葛生町誌編さん委員会
編 1973: 293頁).それ以前は谷焼窯が主力であった。
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